




本年度は 2回のシステム班班会議(62.10.17 および 63.1.30)と 1 回の実地調査班との合同

班会議(63.2.26)を開催した。 

前年度かかげたシステム班の研究テーマのうち,特に異常事態への対応システム,先天異常

モニタリングにおけるプライバシー保護,無脳症発生頻度の経時的変動,多発奇形のモニタ

リングなどについて研究をすすめた。モニタリングにおけるプライバシー保護については

総合討議および個別研究を踏まえて中間報告がまとめられた(柳川)。奇形発生の経時的な

傾向を明らかにするために安田は,神奈川班における無脳症を例に各種統計的手法を用い

て検討し,無脳症の出生は減少傾向を示していることを明らかにした。黒木は多発奇形をモ

ニタリングで取り上げることの重要性を指摘し,そのために正確な診断が不可欠であると

した。直接診察に近い効果が期待できる画像情報通信システムの開発について中間報告が

なされた。以上の三研究の詳細については,別に報告されているので,ここでは,異常事態へ

の対応システムについてまとめることにする。 


